
SDG’s的モノ造りと森のかかわり
オークヴィレッジ環境経営宣言



オークヴィレッジ株式会社 会社概要
創 業 ：１９７４年
住 所 ：岐阜県高山市清見町牧ケ洞８４６
資本金 ：３０００万円
代 表 ：上野英二
従業員数：７３名



オークヴィレッジ緑の国 ２０２０環境経営宣言

2020年2月27日の取締役会で、ＳＤＧ‘ｓ（持続可能な開発目標）の取組み
として「オークヴィレッジ緑の国２０２０ 環境経営宣言」を決議いたしま
した。私たちの創業以来の目標である「持続可能な循環型社会の実現」を目
指し以下のことに取り組みます。

１、森林環境保全活動の実施
適正な保全活動を行うことにより森林の健全化はをはかり、事業活動で
排出される二酸化炭素のオフセットを目指します。

２、6次産業化の推進と地方創生への貢献
自社の森林資源を有効活用した商品を開発し6次産業化を推進します。
また、地方の意欲ある林業者との協力のもと地域森林資源を使った
モノ造りで地方創生に貢献していきます。



オークヴィレッジ緑の国 ２０２０環境経営宣言

３、国産材を活用したモノ造り
針葉樹、広葉樹共に日本で育った木を、適材適所に活用したモノ造りを行
います。（国産材料へのこだわり）

４、自然エネルギー活用の推進
自然エネルギーの活用を推進し、化石燃料の使用量を削減します。
（LCAによるCO2発生量の計算、CO2削減方法の検討、実施）

５、石油系プラスティック使用ゼロ
製品パッケージや輸送用梱包資材において石油系プラスティックの使用ゼ
ロを目指します。（製品仕様と出荷の際のパッケージの見直し）

2020年2月27日
オークヴィレッジ株式会社



１、森林保全活動

彦谷の昔と今



１、森林保全活動

社員による高山の自社林の間伐作業



２、６次産業化の推進と地方創生への貢献

群馬県みなかみ町産のコナラ
を使ったMori:toチェア

岐阜県本巣市根尾の広葉樹を
使った木のおもちゃ



３、国産材を活用したモノ造り



４、自然エネルギー活用の推進
エネルギー消費により排出されるCO2をオフセットするための必要森林面積試算

使用量 CO2（ﾄﾝ） 使用量 CO2（ﾄﾝ）

電気（ｋＷｈ/年） 162,001 76 165,000 0

灯油（L/年） 19,771 50 19,800 50
軽油（L/年） 11,493 30 11,500 30
ガソリン（L/年） 26,594 63 29,318 69
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森林1ｈａ当たりのＣＯ２吸収量（トン/年）

現社有林：70，563㎡＝７ｈａ 必要面積(ha)
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５、石油系プラスティック使用ゼロ

透明のプラスチック製フィルムを止め、製品の図柄をプリントした
段ボール箱に変更


